
２０１３年７月号１３

況
企
画
展
紹
介
⑫
 

　
木
和
田
島
弁
天
沼
湿
原
の
動
植
物

胸
弁
天
沼
湿
原
と
は

　
市
の
南
東
部
、
旧
今
市
市
の
木
和
田

島
に
あ
る
低
層
湿
原
で
す
。
湿
原
の
標

高
は
　
ｍ
で
、
周
囲
に
は
水
田
な
ど
が

２７５

広
が
り
、
南
東
側
に
は
標
高
　
ｍ
の
向

４２０

山
が
隣
接
し
て
い
ま
す
。
湿
原
の
広
さ

は
、
東
西
約
　
ｍ
、
南
北
約
　
ｍ
、
面

１６０

１８０

積
は
約
２
　
あ
り
、
北
側
が
広
く
南
側

ha

が
狭
く
な
る
ハ
ー
ト
形
を
し
て
い
ま
す
。

湿
原
の
中
央
に
は
直
径
　
ｍ
ほ
ど
の
沼

２０

が
あ
り
ま
す
。

※
低
層
湿
原
と
は
、
周
囲
よ
り
標
高
が

 
低
く
、
地
下
水
や
周
辺
か
ら
水
が
流

 
れ
こ
ん
で
で
き
た
湿
原
。
弁
天
沼
湿

　
原
は
主
に
地
下
水
お
よ
び
向
山
の
湧

　
水
か
ら
で
き
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

胸
貴
重
な
動
植
物

　
弁
天
沼
湿
原
は
地
下
水
か
ら
で
き
て

い
る
た
め
、
外
部
か
ら
動
植
物
が
侵
入

す
る
可
能
性
が
少
な
く
、
豊
か
な
生
態

系
が
維
持
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
過
去
の

動
植
物
調
査
で
は
、
尾
瀬
ケ
原
湿
原
な

ど
高
冷
地
に
生
息
す
る
カ
ラ
カ
ネ
イ
ト

ト
ン
ボ
と
い
う
希
少
な
ト
ン
ボ
や
、
近

年
激
減
し
て
い
る
湿
地
性
植
物
の
カ
キ

ツ
バ
タ
の
大
群
生
が
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
貴
重
な
自
然
を
保
護
す
る
た

め
、
県
は
平
成
　
年
３
月
　
日
に
湿
原

１１

３１

と
向
山
の
一
部
７
・
　
　
を
「
自
然
環

９９
ha

境
保
全
地
域
」
に
指
定
し
、
市
と
共
同

で
保
全
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

 
今
回
の
企
画
展
で
は
、
弁
天
沼
湿
原

の
現
況
を
確
認
す
る
た
め
に
市
が
平
成

　
・
　
年
に
実
施
し
た
動
植
物
分
布
調

２３

２４

査
の
結
果
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
企
画
展
開
催
期
間

　
７
月
６
日（
土
）〜
９
月
　
日（
日
）

２９

日
光
市
中
央
町
　

‐
１（
今
市
図
書
館
隣
）　
緯（
　

）６
２
１
７

２９

２２

開
館
時
間
　午

前
９
時
〜
午
後
６
時（
入
館
無
料
）　
休
館
日
　月

曜
日
、
祝
日

且且

切り取ってご利用ください

歴
史
民
俗
資
料
館
通
信

歴
史
民
俗
資
料
館
通
信

〒３２１‐１４３１　日光市山内２３８８‐３　TEL：５０‐１２００
ホームページ　http://www. khmoan.jp/

且且且且

市市 民民 割割 引引 券券
（１枚につき、５名様まで有効）

且且

弁天沼湿原と周辺（向山弁天沼湿原と周辺（向山））の航空写真の航空写真

親子で楽しむワークショップ

と　　き：８月４日（日）　午後１時～４時

講　　師： 汐  崎  
しお ざき

 ｕｓｓｅｙ  
ウッシー

 弘 氏（形と音の作家）
ひろし

対　　象：主に親子対象ですが、どなたでも参加できます。なお、小学３

　　　　　年生以下のお子さんは保護者と一緒に一つの楽器を作っていた

　　　　　だきます。

参 加 料：１人８００円（作品１点制作・展示室観覧・飲み物付）

定　　員：２０名（先着順）

参加方法：美術館へ電話で申し込む

受付開始：７月５日（金）

小　　杉放菴記念日光美術館では、夏休みのひとときを親子で楽しむ
ワークショップを開催します。

　今回は、「ふくべ」を使った楽器づくりです。ふくべとは、ユウガ

オの実のことで、その果肉をむいて干したものが、県の特産品・か

んぴょうになります。また、種を取り去った実を乾燥させると、県

の伝統工芸・ふくべ細工の材料になります。ふくべからつくる楽器

は、どんな音色を奏でるでしょうか。

　栃木県ならではのワークショップにぜひ、ご参加ください。

「ふくべのヒビキを楽しもう外」（ユウガオの実を使った楽器づくり）

ジンジャくん

こんなにかわいい楽器ができます。

広報 にっこう １２

　
小
倉
町
周
辺
整
備
事
業
で
は
、
今
市
の

市
街
地
で
あ
る
国
道
　
号
沿
い
に
集
客
拠

１１９

点
施
設
と
し
て
、
多
目
的
ホ
ー
ル
や
観
光

情
報
コ
ー
ナ
ー
、
商
業
施
設
な
ど
を
整
備

し
ま
す
。

 
こ
の
事
業
は
、
日
光
市
中
心
市
街
地
活

性
化
基
本
計
画
の
核
と
な
る
も
の
で
す
。

　
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

①
多
目
的
ホ
ー
ル

帰
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

帰
床
面
積
１
、１
４
３
・
　
㎡
１９

　
客
席
は
　
席
。
可
動
式
で
収
納
さ
れ
、

３８０

広
い
ス
ペ
ー
ス
が
作
り
出
せ
る
た
め
、
い

ろ
い
ろ
な
利
用
法
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、「
樹
林
の
中
の
素
敵
な
演
奏

会
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
多
く
の
木
材
を
使

用
し
ま
す
。

②
屋
台
展
示
場

帰
多
目
的
ホ
ー
ル
に
併
設

帰
床
面
積
１
１
５
・
　
㎡
９２

　
伝
統
あ
る
彫
刻
屋
台
を
展
示
し
、
屋
台

の
魅
力
を
発
信
し
ま
す
。

③
 船
村
徹
 記
念
館
・
日
本
の

ふ
な
む
ら
と
お
る

　
こ
こ
ろ
の
う
た
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

帰
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

帰
床
面
積
１
、５
６
５
・
　
㎡
５１

　今回は、小倉町周辺整備事業について紹介します今回は、小倉町周辺整備事業について紹介します。。
この事業は、にぎわいの拠点となる魅力ある施設を整備するこ　この事業は、にぎわいの拠点となる魅力ある施設を整備することと

でで楽しみや活気を創り出し楽しみや活気を創り出し、、今市の市街地に人の流れを取り戻す今市の市街地に人の流れを取り戻すここ
とを目指していますとを目指しています。。

連載特連載特集集（全６（全６回回））

～日光市中心市街地活性化基本計画～　　　　　　　　　　　　　　～日光市中心市街地活性化基本計画～　その③その③  

　
日
光
市
に
ゆ
か
り
の
深
い
作
曲
家
の
船

村
徹
氏
の
業
績
や
、
数
々
の
ヒ
ッ
ト
曲
を

紹
介
し
、
日
本
人
の
心
に
響
く
歌
を
紹
介

し
ま
す
。

④
商
業
施
設

帰
鉄
骨
造

帰
床
面
積
１
、１
９
７
・
　
㎡
３６

　
日
光
ブ
ラ
ン
ド
を
中
心
と
し

た
地
場
産
品
や
、
地
元
の
取
れ

た
て
新
鮮
野
菜
の
直
売
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
　

 
さ
ら
に
、
レ
ス
ト
ラ
ン
や

フ
ー
ド
コ
ー
ト
も
配
置
予
定
で

す
。

⑤
多
目
的
広
場

帰
面
積
１
、３
８
１
・
　
㎡
５１

　
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
利

用
で
き
る
広
場
で
す
。

⑥
観
光
情
報
コ
ー
ナ
ー

帰
鉄
骨
造

帰
床
面
積
６
９
・
　
㎡
２０

　
市
の
観
光
の
発
信
拠
点
と
な

る
観
光
情
報
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
や
観
光
客
に

市
内
各
地
域
の
魅
力
を
発
信
し

て
い
き
ま
す
。

こ
の
連
載
に
つ
い
て
く
わ
し
く
は

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
　
緯（
　
）１
１
７
６

３０

　
集
客
拠
点
施
設
は
、
平
成
　
年
４
月

２７

オ
ー
プ
ン（
予
定
）に
向
け
、
間
も
な
く
着

工
さ
れ
ま
す
。

　
工
事
期
間
中
は
皆
さ
ん
に
ご
不
便
を
お

掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。


